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本大会会場風景

受付ロビー風景

パス トガバナー席

若林 PG講演

地区役員席

横山ガバナー挨拶

大谷ガバナーエレク ト挨拶

松本ガバナーノミニー挨拶

会場風景
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本大会会場風景

小田実行委員長挨拶

ホス トクラブの方々

神戸会長挨拶

古里副委員長挨拶

吉川出席委員長報告司会 笠井S・ A・ A

手に手 舞台風景
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部門別会場風景
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部門別会場風景
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国際ロータリー第2660地区

2009-10年度のための地区協議会プログラム

2009年4月 25日 (土)大阪国際会議場
2009… 10年度 第2660地 区ロータリークラブ/下記各委員長合計 10名

12:20 登録受付 (5階メインホール)

13:00 本会議 第一部 (5階メインホール)

開会点鐘

国歌斉唱、ロータリーソング

開会挨拶

来賓 OPG紹介

歓迎の挨拶

出席報告

次年度のR:及び地区方針

ガバナーノミニー紹介

ガバナーノミニー挨拶

2009‐ 10年度地区大会の案内

講演 rロータリーの値打ち」

閉会挨拶

ロータリーソング『手に手つないで』

15:00 閉会点鐘

司会 笠井 文雄

ガバナー 横山 守雄

ソングリーダー 森  仁美

地区協議会実行委員長 小田 員弘

ガバナーエレクト 大谷  透

ホス トクラブ会長 神戸 鐵夫

登録委員長 吉川  守

ガバナーエレクト 大谷  透

ガバナーエレクト 大谷  透

ガバナーノミニー 松本新太郎

研修サブリーダー・パス トガバナー

若林 紀男

地区協議会実行副委員長 古里 龍一

ソングリーダー 森  仁美

ガバナー 横山 守雄

15:20部門別協議会

17:00 終了

翻

出席義務者 :会長・幹事 。SAA・ クラブ奉仕・職業奉仕 。社会奉仕

青少年奉仕 。国際奉仕 。ロータリー財団 。米山奨学



2009^ウ 2010年度 部門別協議会

12階 特別会議場
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次期クラブ奉仕。拡大増強委員長 本公り||

次期広報委員長    中 島

地区研修委員    川 上

次期地区研修委員   三 木

雅典

武

晋則

優

(新大阪RC)

(大阪堂島RC)

(大阪平野RC)

(大阪イブニングRC)

12階 1202号室

職業奉仕 音БF号

パストガバナー

神崎  茂

次期職業奉仕委員長

地区研修委員
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中嶋

石 /1ゝ
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洋子

耕一
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片山
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青少年奉仕  部門
パストガバナー

吉川 謹司

岡田 俊作

陶 柳之介

津本 清次

田中 康正

西上 博幸

次期青少年交換委員長

次期青少年活動委員長

次期回―ターアクト委員長

次期インターアクト委員長

次期地区研修委員

(大阪本町RC)

(箕面RC)

(大阪淀川RC)

(八尾RC)

(吹田江坂RC)

10階 1009号室

国際奉仕   部門

パストガバナー

宮田 宏章

和孝

隆雄

唯子

次期国際奉仕。WCS委員長 戸 田

地区研修委員    松 井

次期地区研修委員   宮 里

(大阪ちゃやまちRC)

(大阪天王寺RC)

(茨木西RC)

10階 100607号室

ロータリー財団 部門
パストガバナー

新谷 秀―

福家  宏

大竹洋一郎

吉川 邦英

山下 勝弘

山口 勝之

矢野  厳

次期回―タリー財団委員長

次期財団情報・増進委員長

次期研究グループ交換委員長

次期財団奨学金。学友委員長

次期財団人道的補助金委員長

次期地区研修委員

(八尾中央RC)

(門真RC)

(大阪RC)

(東大阪RC)

(高槻東RC)

(大阪大淀RC)

10階 1008号室

米山奨学 音Б『冒
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ロー タ リーの未来は

中 に

国際ロータリー 第2660地区

2009-2010年度のための

地 区 協 議 会
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日時 :平成21年 4月 25日 (土 )

時間 :13:00～ 17:00

場所 :大阪国際会議場 5階メインホール

2009年 4月 25日 (土 )

於/大阪国際会議場

ホス トクラブ/大阪西南ロータリークラブ
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時 間

平成 21年 4月 25日 (土 )

大阪国際会議場

5階メインホール

13 :00ハV17:00

○ 司会 (笠井文雄 )

大変長らくお待たせいたしました。ただいまより2009-2010年度の地区協議会を開催い

たします。

本 国の司会進行役を仰せつかりました大阪西南ロータリークラブの本会議担当SAAの
笠井でございます。不慣れではございますが、皆様方のご協力のもと、進めさせていただ

ければと思います。よろしくお願いします。 (拍手)

なお、本会議場におきましては、携帯電話は電源をお切 りいただくか、マナーモー ドに

していただきますようご協力お願い申し上げます。また、本会議場は全館禁煙でございま

すので、よろしくご協力お願いいたします。

それでは、横山ガバナー、点鐘をお願いします。

なお、その後、引き続きまして横山ガバナー、ご報告事項をお願いいたします。

(点 鐘 )

○ ガバ ナー (横山守雄 )

皆様こんにちは。ただいま、本年度のガバナーが

点鐘を打ちましたけれども、本 日のこの地区協議会

は、お集まりいただきました次年度のクラブリーダ

ーの皆様方のための勉強会、セミナーでございます。

開会に先立ちまして、皆様に 1件ご報告申し上げ

たいと存じます。

皆様よくご存じのとお り、当地区は2004年に開か

れました国際大会、RIの国際大会のホス ト地区を

務めました。その際には世界中から4万5,000人余 り

のロータリアンと家族の皆様がお集まりいただきまして、おかげをもちまして世界大会の

運営費に大幅な黒字を残すということになりました。そこでRIは、その剰余金の一部を

当地区に還付 してくれまして、当地区におきまして、その還付金をどういうふ うに利用す

るかなとい うことで、国際大会記念事業委員会とい うものを、若林パス トガバナーを委員

日時

場所

■   |■ ‐.



長として立ち上げまして、いろいろと鋭意検討させていただきました。

その結果、やはり大阪市民の皆様にお役に立つ、そういった事業にそのお金を有効利用

しようではないかということになりまして、ロータリーの花の散歩道というものをつくろ

うということになりました。そのロータリーの花の散歩道でございますけれども、この国

際会議場の真向かいの堂島川沿いのワンブロック東側にございまして、先週、その完成式

が行われました。平松大阪市長ご臨席のもとで、その花の散歩道の贈呈式とい

うものを行いまして、大阪市民の憩いの場所として提供するということになりました。皆

様も是非ご覧いただいて、そこにはちゃんとロータリーの銘板も置いてございます。ぜひ

お帰 りの際にでもお立ち寄りいただきたいと思います。

大阪国際大会を成功裏に導いてくださいました実行委員会の近藤委員長初め、皆様方の

大変なご尽力、そして、この国際大会記念事業委員会の若林パス トガバナー初め委員の皆

様のご尽力に対しまして、改めて感謝の意をささげたいと思います。

最後になりましたけれども、本 国のこの次年度のための地区協議会が実り大きいものに

なりますように心から祈念申し上げまして、私の冒頭のあいさつとさせていただきます。

ありがとうございました。 (拍手)

○司会 (笠井文雄 )

続きまして国歌斉唱、その後ロータリーソング「奉仕の理想」を大阪西南ロータリー

クラブのソングリーダー森 仁美さんとご一緒にご唱和ください。

恐れ入りますが、皆様方ご起立をお願いします。

(国歌斉唱ならびにロータリーソング斉唱)

○司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。ご着席ください。

引き続きまして、地区協議会実行委員長小田員弘より、開会に当たってのあいさつをさ

せていただきます。

小田地区協議会実行委員長、よろしくお願いします。

○地 区協 議会実行 委 員長 (小田員弘 )

皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきました2009年 -10年度のための地区協

議会実行委員長を務めてお ります小田員弘でございます。開会に当たりまして、一言ごあ

いさつを申し上げます。

会員の皆様におかれましては、きょうは週末でもございます し、何かとご計画の多い中、

しかも、大変あいにくではございますが晴天続きの中、きょう足元が大変悪くなりまして、

そ うした中、こうして多数の会員の皆さん方ご出席をいただきまして、大変ありがとうご



ざいます。高いところからでございますが、厚くお礼

を申し上げたいと思います。

また、横山ガバナー、そしてパス トガバナーの皆さ

ん方、それと地区役員の皆さん

方も含めて大変皆さん方お忙 しい中、こうして地区協

議会の開催に当たりまして、ご

出席をいただきまして、大変ありがとうございます。

これも高いところからでござい

ますが、心より御礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

また、きょうはプログラムにもございますが、若林パス トガバナーにおかれましては大

変お忙 しい中、過 日ご無理をお願いにあがりまして、本当にお忙 しい中を曲げて、きょう

ご講演をいただくとい うことで講師をお願いいたしましたところ、こうして快くお引き受

けをいただきました。これも厚くお礼を申し上げます。後ほどよろしくお願いを申し上げ

ます。

さて、ロータリー年度では、あと2カ 月余 りで新年度がスター トいたします。地区協議

会は、ご案内のとお り、その準備に対 して地区ガバナーエレク トの大谷透さんがRIでの

研修 した内容をお伝えになるとともに、それに沿ったテーマと大谷さんの思いを皆さん、

各クラブの次年度の幹事の皆さん方にお伝えすると。そして、各クラブの意欲を高め、協

力関係を築くための機会とするということが地区協議会としての規定であるように思って

お りますが、その目的を十分に果たすよう、大阪西南ロータリークラブの実行委員会が今

日まで頑張って準備をしてまいりました。十分に準備をできたつもりではございますが、

何か不行き届きがありましたら、ご容赦のほどをよろしくお願いしたいと思います。

そして、大谷ガバナーエレク トを中心にリーダー、サブリーダー、そして各クラブの会

長、委員の皆様とともにRIと 2660地区のテーマを理解 し合って、ともに友情を深めると

そして、課題や方針に対してロータリークラブの活動がよリー層活発になり、充実した協

議会になりますよう、先ほども横山ガバナーから充実した協議会にするようにというおが

ございましたが、そのようになっていってほしいものであると熱望してお ります。

少 し話は変わりますが、この地区協議会は前年までは午前中に本会議が開かれ、そして

昼食を挟んで午後には部門別協議会を開く形が長 らくの間続いてお りました。 ところが、

2008年 -2009年度の地区大会であったと思 うんですが、その場で参加クラブの分担金のシ

ステムが少 し変わりました。そ うい うことを機会にいたしまして、今年から地区協議会の

本来の目的を十分に果たしながら、できるだけ簡素にということを我々考えまして、本会

議、部門別会議を午後にスター トするという新 しい形で本年は実行させていただくことに

しております。その点が例年とは異なりますが、ご出席の皆様方におかれましては、十分

にご理解をいただきまして、スムーズに進行できますよう、ご協力をお願い申し上げまし

て、開会に当たってのごあいさつとさせていただきます。本 日、大変ありがとうございま

した。 (拍手)
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○司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。

続きまして、大谷ガバナーエレクトよりごあいさつをいただき、その後、引き続きまし

て、ガバナー並びにパス トガバナー、ガバナーノミニーのご紹介をお願いいたしたいと思

います。

それでは、大谷ガバナーエレクト、よろしくお願いします。

○ ガバナー エ レク ト (大谷 透 )

改めまして、皆様方、よくいらっしゃいました。本

国の地区協議会へのご出席、心から感謝をいたします。

ただいま紹介いただきましたガバナーエレク トの大谷

でございます。

昨年の地区協議会でガバナーノミニーとしてあいさ

つをいたしましてから、あっという間の 1年間でござ

いました。そのときに私は駅伝に例えまして、限りな

き道ロータリーの2009年から10年の区間ランナーであ

り、そのたすきをかけて走る区間ランナーであるとあ

いさつをいたしました。各地区にはそれぞれ特徴がございます。我々は2660地区でござい

ますが、2660地区にも特徴 (カ ラー)が ございます。私は2660地区のカラーをしたたすき

をかけて、 9年から10年の区間を走らせていただきます。それぞれのクラブにおかれまし

ても、皆様方がそれぞれクラブのカラーをしたタスキを肩にかけて、 9年から10年の区間

ともに走っていただくことになるわけです。途中で失速 したり倒れたりしないように、任

された区間をそれぞれご自分のペースで完走していただくように、切に願 う次第でござい

ます。

私は30年前に大阪西南ロータリークラブに入れていただいて、気楽にロータリーライフ

をエンジョイさせてもらっていました。まさか自分にガバナーのたすきが回ってくるなど

とは夢想だにいたしませんでした。 しかしながら、少なくとも2年前から、人生とは何が

起こるかわからないなあということをつくづくと考えさせ られています。考えてみますと、

今、歴代のガバナーの人たちもそういうふ うなお考えをお持ちではないかと思 うのでござ

いますが、一たんたすきを受け取る立場に立たされますと、歴代の走者の方々の信頼を裏

切ることなく、その務めを全 うされたのでございます。

私もガバナーノミニー、ガバナーエレク ト時代を通じて、諸先輩や同僚のロータリアン

の温かいご指導やご協力を経験 し、それを支えとして伝統ある2660地区のガバナーとして

の務めを全 うすべく、私なりに途中で倒れないように、マイペースで精いっぱい努力をす

る所存でございます。どうか皆様方も同労者 としての思いを持って、ともに走っていただ

かなくても結構でございますが、ともに歩んでいただきたいとい うふ うに思 うわけでござ

います。私もいい年をしていますので、もう走れません。ゆっくりと歩いていきたいと思

ってお ります。 どうかともに歩んでいただければと思いますので、どうぞご協力よろしく

お願いいたします。
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それでは、ただいまから2660地区のたすきをかけて、それぞれの区間を走ってこられま

した歴代の2660地区の区間ランナーであるパス トガバナーの皆様をまず年代順に紹介 して

いきたいと思います。

まず、現在走行中であります横山ガバナーでございます。 (拍手)

それでは、年代順にパス トガバナーを紹介させていただきます。

まず、戸田 孝ガバナーでございます。 (拍手)

次は、廣瀬勘一郎ガバナーでございます。 (拍手)

それから、熊澤忠男ガバナーでございます。 (拍手)

中川章三ガバナーでございます。 (拍手)

吉川謹司ガバナーでございます。 (拍手)

寺田和之ガバナーでございます。 (拍手)

井上嘆夫ガバナーでございます。 (拍手)

若林紀男ガバナーでございます。 (拍手)

官田宏章ガバナーでございます。 (拍手)

神崎 茂ガバナーでございます。 (拍手)

岩田宙造パス トガバナーでございます。 (拍手)

新谷秀一直前ガバナーでございます。 (拍手)

そして、もしも、倒れられますと、今度定められました規約では現ガバナーが続けてし

なければならないので大変なことでございます。 しっかりと健康の管理をしていただきた

いガバナーノミニーの松本新太郎氏でございます。 (拍手)

以上でご紹介を終わります。どうもありがとうございました。 (拍手)

○司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。

続きまして、ホストクラブであります大阪西南ロータリークラブの会長、神戸鐵夫より

あいさつをさせていただきます。

神戸会長、よろしくお願い致します。

○大 阪西南 ロー タ リー ク ラ ブ会 長 (神戸鐵 夫 )

皆さん、こんにちは。ただいまご紹介にあずかりました大阪西南ロータリークラブの本

年度の会長を仰せつかっている神戸でございます。ホス トクラブを代表 しまして歓迎のご

あいさつを申し上げます。

本 日は週末の土曜 日で、本来はごゆっくりとお休みのところをご出席 していただきまし

て、本当にありがとうございます。 そして、討論 リーダーをしていただく横山ガバナー

はじめパス トガバナーの方々、本当にありがとうございます。また、サブリーダーをして

いただく地区委員の方々、次年度の地区委員の方々、そして、次年度のクラブの中心にな

られる会長、幹事をはじめ理事役員、委員長の方々、多数のご出席を賜 り、ここに地区協

議会が開催できましたことを本当に心から感謝してお ります。
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大阪西南ロータリークラブー同、心より歓迎いた

します。

次年度のRIのテーマは皆さんもご承知のよう

に 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」でご

ざいます。また、大谷ガバナーエレク トからも次

年度の地区の方針が発表されてお ります。それら

の趣旨に沿い、実 り多い地区協議会でありますよ

うご期待申し上げます。

私たちホス トクラブといたしましては、小田実

行委員長を中心に準備を進めてまいりました。特に、ガバナーエレク トの大谷ガバナーエ

レク トがノミネー トされたときから準備委員会を結成 し、本年度からは実行委員会と名称

を変え、実に10回以上委員会を開き、大阪西南ロータリークラブ総力を挙げて務めさせて

いただいてお ります。

しかし、人間のやることでございますので、何かと不行き届きの点があるかと思います

が、皆様方の温かいご理解をいただいて、何とぞ寛容賜 りますようお願い申し上げ

る次第でございます。

以上をもちまして、簡単でございますが、歓迎のごあいさつといたします。ありがとう

ございました。 (拍手)

○司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。

それでは、本国の出席報告を吉川登録委員長よりお願いをいたします。

○登録 委 員長 (吉川 守 )

こんにちは。本 国の出席報告をいたします。

横山ガバナー初めパス トガバナー、ガバナーエレク ト、ガバナーノミニー、ガバナー補

佐エレク ト、同ノミニー及び現地区次期地区研修委員、次期地区委員長、並びに地区内86

クラブ 9部門出席義務者の皆さん、その他関係者を含めまして788名 の皆様にご出席いただ

いてお ります。ありがとうございました。 (拍手)

○ 司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。本 国は大変お忙 しい中、また、雨が降ってお足元の悪い中、

多数のご出席を賜 り、心より御礼申し上げる次第でございます。

それでは続きまして、大谷ガバナーエレク トより、次年度の方針を発表させていた

だきます。大谷ガバナーエレク ト、よろしくお願いします。

1
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○ ガバナー エ レク ト (大谷  透 )

それでは、次年度のRIの方針を含め、2660地区の方針を述べさせていただきたいと思

います。

既に皆様方ご承知のとお り、RIのテーマは 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」、

「The future of Rotary is in your hands」 でございます。

次年度のRI会長ジョン・ケニー氏は、英国スコットランド出身の弁護士で、法律学校

の学長であり、判事でもあり、法律畑を歩んできた方でございます。ロータリーの入会は

1970年 であります。そして、アイルランドも含めた英国全体のロータリーの会長を初め、

国際ロータリーの分野でも理事や財団の管理委員など、豊富なロータリー歴の持ち主でご

ざいますc

そして、この 1月 、サンディエゴでは、全世界の532の 地区から集まったガバナーエレク

トー人一人に、このように丁寧に、それぞれの地区に帰ったら、地区の皆様方に自分のメ

ッセージを伝えてくれるようにと依頼されたのでございます。時間が十分ありませんが、

なるべく丁寧にお伝えしたいと思います。

まず、サンディエゴでのスピーチの出だしはこうでした。

1913年 、バッファローで開かれたロータリー大会でのポール・ハ リスのスピーチは、こ

ういう言葉で始まりました。 「良きロータリアンとなるには、昨日よりも今 日の方が多く

の努力を伴います。そして、今 日よりも明日の方がもっと多くの努力が求められるでしょ

う。皆さん方がその良きロータリアンなのです。明日のロータリーの、しかもリーダーで

す」1913年 にポール・ハ リスが、当時のロータリアンに向かって発 したこの言葉が、今、

皆様に向けられています。

毎年、ロータリーの指導者のバ トンが、次期ロータリーの指導者へと引き継がれます。

ポール・ハ リスが後継者に託 したバ トンが、今、私たちに回ってきたのです。私たちは、

バ トンを渡し続けてきた過去の指導者たちに対 して、その信頼を裏切ることなく、務めを

全 うする責任を担っています。

そうして指導者となるべき我々に、その心得を法律家らしく、 「リーダーシップ」とい

う言葉を用いて説明しようとなさるのでございます。彼の言葉です。

ロータリークラブはボランティアによる団体であり、その会員のすべてが、指導的立場

にある人々であることを忘れてはなりません。そのような人々を前に話すとき、説き伏せ

たり、要求したり、命令 したりすべきではありません。会長や委員長の役割は統制するこ

とではなく、意欲を喚起して導くことです。 リーダーとしての信頼を託 してくださった方

々に、今度はリーダーの方からも信頼を託 して、協力をお願いするパターンでなければな

りません。

ボランティアと接するとき、命令することはできません。そ うであるとするならば、会

長や委員長としての権限と責任は一体どこにあるのでしょうか。それは意欲を駆 り立てて、

皆をその気にさせる自分自身の力に頼るしかないのです。それがリーダーシップです。

皆さんの指導者としての考え方や機転の利いた判断、人の話に耳を傾ける力、意思の疎



通を図る力。それに行動が伴ってこそ、周囲からの尊敬 と協力が得 られるのです。それが

リーダーとしての資質です。

リーダーの資質の中で一番大切なものは 「高潔さ」であります。アイゼンハワー元米国

大統領は、かつてこのように言いました。 「リーダーとしての最高の資質とは、紛れもな

く高潔さである」

指導者 として求められるものは高潔さであります。 しかし、ロータリーの役職につく前

に、皆さん方は既にロータリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わります。来年、

役職をやめても、ロータリアンであることに変わりはないのです。ロータリアンである私

たちは、皆、このすばらしい組織に対して責任があります。そして、ロータリーの進路を

決めるのは、私たち自身の日ごろの行動であります。

ロータリーの未来はエバンス トンにあるRI本部でつくられるのではなく、個々のロー

タリークラブによってつくられるのです。 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」ある

のです。 とい うことでテーマを 「The future of Rotary is ln yOur hands」 とされたとい

うのです。

以下は、ケニー会長の協力依頼事項でございます。

第 1は、会員増強でありますが、この分野において、私は新 しいプログラムを設けたり、

現実的でない目標を新たに設けたりはいたしません。 しかし、年度末には、年度の初めに

比べて会員が一人でもふえている状態となるべく、努力をお願いする次第です。そのため

には退会者を出さないということが勧誘 と同様に重要であることを踏まえて、皆様方が新

入会員のお世話を十分行ってくださるものと信 じてお ります。

(Ⅱ )は、クラブの自治と共同事業の推奨であります。ロータリーでは、すべてがクラ

ブに始まり、クラブで終わります。どこで、どのような活動をするかを決める自治権は、

言 うまでもなくそれぞれのクラブにあります。 しかし、クラブは協力し合 うことで、より

効果的な力を発揮 します。 したがって、ほかのクラブや地区とも力を合わせる事業を計画

していただくことをお勧めします。

(Ⅲ )は、ロータリー財団が重要事項として掲げているものを、次年度も強調事項とし

て掲げます。ロータリーの奉仕を最も必要としているところに、皆様のエネルギーを向け

てください。清潔な水の供給・保健 と飢餓の救済・識字率の向上は、今後も強調事項とし

て財団の長期計画に掲げられていくことでしょう。

さらに、ロータリー財団の特別強調事項は、言 うまでもなくEndポ リオnow!で ございま

す。勝利宣言まであと一歩です。新会員の方も新 しいクラブの方々も今からでもこの戦い

に参加 して、ともに勝利の美酒を味わうことのできる恩恵にあずかろうではありませんか。

それともう一つ、World Peace Fellowの 育成も忘れないでください。紛争解決のための

専門的知識と技術 と心を身につけたWorld Peace Fe1lowた ちは根気強く話 し合いの場を構

築して、敵対者同士の紛争を解決せ しめるために日夜努力を尽くしています。このWorld

Peace Fellowの 育成も平和を求める人々がロータリーに大きな期待を寄せている分野です。

ここで、私見として、この分野で日本人の働きに関する情報を提供いたしますと、女性
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の働きが目立ちます。最近、先進国では、ロータリーも含めて各分野で女性の活躍が目を

引きますが、この分野で働 くのは、実は日本人では女性ばかりなのです。このプログラム

を終了した日本のFellowは 、寺西悦子さん、そして細井麻衣さん、また岸谷美穂、さん、清

水麻衣子さん、それぞれが今も各分野で敬意を表するに値する仕事をしてくれてお りますc

これらのロータリー財団のプログラムは、ロータリーの中核 となる価値観から生ま

れます。ロータリーの中核をなす価値観のことを英語ではCore valueと いいます。Coreと

い うのは芯のことですけれども、すなわち 「奉仕」 「交友」 「誠実さ」 「高潔さ」 「多様

性」 「寛容」 「リーダーシップ」などでございます。

まず、 「奉仕」はIdeal of serviceと して綱領に掲げられたロータリーの目的そのもの

でございます。

「交友」―Fellowship:20世紀初頭の砂漠のような世相の中で、ポール・ハ リスが求め

たものは友情でした。すなわち、交友はロータリーが創設された理由そのものであり、ロ

ーリング20の大不況の真っただ中にあっても成長発展をなし遂げてきたロータリーの創設

期 と同様に、今 日の世界的な不況の中においても変わることなく、交友は重要な意義を持

ち続けています。交友をエンジョイするために、常にクラブ例会やロータリーの各行事を

待ち望むロータリアンがいて、初めてロータリーには明日があると言えるのです。

次は 「誠実さ」一Honesty、 そして 「高潔さ」―Integrltyで ございます。ロータリアン

は事業においても、日々の生活の中でも、誠実さと高潔さとを実践しなければなりません3

世界中のすべてのロータリアンー人一人が実践しなければならないことなのです。生涯か

けて築いた信頼が、一瞬にして失われてしまうことがあるように、全ロータリアンの評価

も一握 りのロータリアンによって汚されてしまう可能性があるからです。

また 「多様性」一Dlversityで すが、いろいろな職種、年齢、性別、学歴、人種、宗教な

ど多様性に富んだ人々が 「奉仕の理想」という理念のもとに心をひとつにして、ロータリ

ーは力を発揮するのです。そしてまた、違った意見を認め合い、尊重し合い、 「寛容」の

心を持って異文化を受け入れ合 うのがロータリーの力です。いがみ合いは組織の崩壊につ

ながります。

次に、 「リーダーシップ」でございますが、ロータリアンはリーダーとしての資質を求

められています。とい うことは、言葉 と行動に責任が伴 うということです。ロータリーを

どうするかの責任も皆様のものであるということができます。 「ロータリーの未来はあな

たの手の中に」あるのです。ロータリーが繁栄するか低迷するか、その影響が多くの人々

に及ぶか及ばないか、ロータリーの名が尊敬の念とともに広まっていくか、過去の遺物と

して葬 り去られていくかは、すべて皆様次第です。 「ロータリーの未来はあなたの手の中

に」あるのです。これがケニー会長のメッセージでございます。

これを受けて、当地区のテーマに移 ります。

2660地区の次年度のテーマは、 「ロータリーを身につけよう」といたしました。

ロータリアンであるならば、ロータリーの中核的な価値観である奉仕の心、友情を大切

にする心、寛容の心、高潔さ、リーダーシップ、そして命を慈しむ心を身につけましょう
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とい うことでございます。一人一人がこのようなロータリーの気質を身につければ、それ

がロータリーの公共イメージを高め、ロータリーを魅力あるものにするはずです し、その

ことが、ひいては会員増強にもつながると思います。

地区の長期計画は、次年度も今年度と全く同じであります。

横山ガバナーは問題の 3K「高コス ト、高齢化、硬直化」への対策を考えて、変革でき

るものは変革する勇気を持とう、 「CHANGE」 を強く訴えられました。そして、それ

とともに職業倫理を高く保つことと広報活動を地区の長期計画に掲げられました。次年度

も内容は全く同じでございます。それを冒頭でケニーRI会長の引用にありましたポール

・ハ リスの言葉を借 りれば、良きロータリアンであるためには今年度よりも次年度に、も

っと大きな努力が求められるということでございます。

このより大きな努力を支援するために、勇気を持って変革をしようと求められたネガテ

ィブな意味を持つ問題の 3Kに対して、今度はポジティブな意味での 6つのKを努力目標

として考えてみました。

まず第一のKで ございますが、「交友」を大切にしようというKで ございますDevelopment

of acqualntanceと いう綱領の第一項目を意識 して、単なる会員増強だけではなく、クラブ

内で良き友をつくるために、例会にも心を込めて出席 しようということでございます。

楽 しく遊ぶための友達だけではなく、自分が困ったときに心から頼 りにして相談できる

ような友達が自分のクラブにいるだろうかと吟味してみてください。会社が危機に面した

とき退会 してゆくロータリーではなく、励まし合い、泣き言を聞いてくれ、知恵や人脈な

どの点で力になってくれる友がいるので退会 したくないロータリー、そ ういう意味での交

友関係において魅力あるグループづくりであります。

交友関係に 3つのタイプが考えられます。 1つは砂漠タイプ。掘っても掘っても水が出

てこない。何十年もロータリークラブに属 していながら、自分が苦境に陥り、友情に渇き

を覚えたとき、その渇きを潤 してくれる水には出会えない。苦境に陥ったときに初めて悟

る砂漠タイプの交友関係でございます。

2番 目は湿地帯タイプでございます。べたべたし過ぎ、いつも決まった人と一緒にいる。

あるアメリカの社会学者が厳 しい指摘をいたしました。 日本人の友達づき合いはvery

intimate,but not personal.い わゆるpersonal、 すなわち人格的でないと。人格的とい

うのは、人の意見には付和雷同されることなく、自分というものをしっかりと持って、自

分の決めたことには責任を持つ。そして、自分の人格 と同様に人の人格を大切にする、そ

うい う関係でございます。何となくわかる気がいたします。余 り湿気が多くて、べたべた

し過ぎますと根腐れがして、かえって不健康でございます。

3番 目が地下水タイプ、またはオアシスタイプでございます。これが我々の求めるべき

関係でございますが、ふだんは淡々としていても渇きを覚えたとき、すなわち、友情の支

えが必要になったとき、その渇きを潤 してくれるような友情に出会える。そのような交友

関係は会員増強や退会防止に大きな力であります。オアシスタイプでありたいものでござ

います。
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次のKが 「高潔さ」のKでございます。ロータリーが誕生した20世紀初頭は、もうけの

ためなら手段を選ばずといった利己主義者たちが跳梁跛屈する社会でした。もうけのため

なら少々のことは目をつぶってというのが世間の常識でした。そのような時代にロータリ

ーの創始者たちは勇気と信念とを持って敢然と職業倫理と取り組んだのです。サンディエ

ゴでの元会長ラジェン ドラ・サブー氏の講演は力強いものでした。

倫理は古めかしいものではないのです。これがどういうふ うに英語でしゃべられたかと

後で調べてみますと、Ethics is not outdated。 というふ うにおっしゃっていました。

outdated、 ethicsと は、倫理はoutdateし ていないということでございます。そして、高潔

さと誠意とは今も昔も変わらないのです。すなわち、Integrity and honesty have not

been redeflnedo Redefinedと いうのは再定義をされた。すなわち、これがいいことである

とか悪いことであるというふ うに定義し直されたようなことは、いまだかつてなかったと

い うのです。いつもいいことに決まっているのですよという意味でございます。

倫理とは事業や職業に限らず生活すべてに及ぶもので、家庭の価値観は人間形成に大き

な影響を及ばします。果実が木の下に落ちるように、子供も親の足跡をたどることになる

のです。Bobby Lewisと いう人が 7歳になる息子をつれてゴルフ場に行きました。息子は年

齢の割に小柄でした。そのゴルフ場では 6歳以下は入場無料でした。入場券を2枚求めた

Bobbyに 向かって係員は、ほほ笑みながら語 りかけました。 「その1lttle boyを 6歳にして

おけば、入場券は 1枚でオーケーでしたのに」。Bobは答えました。 「貴方には息子の年齢

はわからないかもしれないけれど、息子は自分の年齢を知っているのですよ」。実は日本

の現代の社会でも、自分の子供が小学校を卒業して中学生になった春に日曜など、中学生

の制服を脱いで私服で遊園地などへ行こうとして電車に乗る電車賃を子供料金の電車賃で

乗ったとします。それを黙認 してしまう親が何人かいるのではないかと私は心配してお り

ます。

もう一つの高潔さの話でございます。 トリノ 。オリンピックのクロスカントリーで、カ

ナダ代表のレナー選手はレースの途中でス トックを折 り、下り坂で何とか滑っていました

が、やがて上 り坂になると、どんどん追い抜かれ始めました。 レナー選手がそのそばを通

つたとき、ノルウェーのコーチ・ハーケンズメンが自分のス トックを差し出したのです。

おかげで彼女は力走することができ、カナダチームは銀メダルをとることができました。

そのノルウェーのコーチ・ハーケンズメンは一夜にしてカナダで英雄になりました。その

ときの彼のコメン トです。 「オリンピック精神に基づいて実践 したまでです。相手の不慮

の事故につけ込んで、それを助けず して、自分のチームが勝ったところで、本当に勝った

ことにはならないでしょう」。指導者に求められる高潔さでございます。

その次のKは、 「国際的な感覚」のKで ございます。国際的な組織であるロータリーの

国際的な活動に関心を持ちましょう。ということでございます。

マザーテレサは言いました。愛情の反対は憎悪ではなくて、無関心なのです。道路を這

って動き回るポリオにかかった子供たちの惨状を目の当たりにして心を動かされ、ポリオ

ワクチン接種のアクションを起こした山田ツネ氏とそのよき協力者 となった峯英二氏とい

う二人の日本のロータリアンがいたことに、私は日本人として、そしてロータリアンとし



て誇 りを感 じています。その行為に触発されて動き出したロータリー財団。その財団の働

きを信頼 して、大金をポリオ撲滅のために寄附してくれたビル・ゲイツ氏の立派な働きに

も感動 しています。

内にこもって、自分のクラブのことだけを考えているような、外に目を向けることをし

ない、外国との交流を面倒くさがる閉鎖的なクラブは、活気ある若い世代のロータリアン

を引きつけるような魅力あるクラブにはなり得ないでありましょう。高齢化とともに萎縮

していくクラブだと思います。必ず しも外国語ができなくても、国際的な感覚を身につけ

ることはできるのでございます。

次が 「九牛の一毛」という言葉をもう1つのKと いたします。これは司馬遷が皇帝の逆

鱗に触れて、誅殺されようとしたときに使用 した言葉です。 「私など皇帝にとっては九牛

の一毛ほどの小さなものですが、その一毛の思いを大切にすることが大事なのですよ」と

反語的に用いた言葉です。すなわち、 120万 人のロータリアンのうちの一人と思って、

自分の行為をおろそかにしてはなりません。ロータリーの公共イメージのアップは、まず

あなたからでございます。

これは、 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」という標語に通 じると思います。そ

して、それは、ちりも積もれば山となるのです。

これくらいのことと思って、取るに足らない不正をうやむやにしてはいけません。そこ

から良心が蝕まれ始めるのです。かりそめなる過ちも滅びに入る門ぞかし。世界には飢餓

状態にある何千万という子供がいる。自分の目にとまったかわいそうな一人の子供を大海

の一滴と思って軽んずることなく、いと小さきものを慈しむ心が大切です。小さな愛の行

いが多く集まれば、明るい社会をつくれるのです。

あだに過ごすつかの間も、我が人生の一節なのです。

100ドル出すロータリアンが100万人いれば 1億 ドルになるのです。九牛の一毛という言

葉も頭に入れて、小さいことをも大切にする心を身に付けましょう。

第 5番 目のKは 「子供」のKでございます。子供は宝です。そう思 うだけで随分違 うと

思 うのですが、青少年の奉仕は、その部門に属するロータリアンだけの問題ではありませ

ん。子供は大人の背中を見ています。子供は親や教師の言 うとおりにはなりません。子供

は大人のする通 りになっていくものです。

最後のKが 「綱領」のKで ございます。綱領を自分のものとして身につける。そ ういう

環境をつくり出すために各クラブがそれぞれ全員で唱和できるような各クラブの目標をつ

くって、それを第一例会で全員で唱和する。これが次年度の具体的な私が提言する日標で

ございます。

各クラブが、全員で唱和するに適 したそれぞれのクラブの目標をつくって、それを第一

例会に全員で唱和する。既に第一例会で綱領を唱和していらっしゃるクラブがあると聞い

ています。それがもう板についてしまっていて、それでいいというのなら、その綱領を唱

和していただいても結構と思います。 しかし、私の提案理由は、こうでございます。

まず、新入会員の研修には役立ちます。そして、組織体というものは使命を、連帯感を

持ちながら幾度も再確認することが必要です。また、現在の綱領の文章は多人数が一つ心
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になって唱和するのに適 した文章ではない気がしています。そして、手続要覧には英語版

が正文となるとありまして、そして、この訳文が、現在の訳文が正確でないと主張する人

々もいらっしゃいます。となると心を込めて唱和する気になれないのではないかと思われ

るのでございます。

そしてまたもう一つ、上命下服型ではなくて、自分たちのつくったものはより心を込め

て唱和することができるのではないだろうかと思 うからでございます。そして、このため

に全員が綱領を勉強することにでもなれば一石二鳥、三鳥、四鳥でございます。

例文をつくってみましたけれども、こうい う例文を読んでいますとちょっと時間があり

ませんので、これはそれぞれの部門のときに、またディスカッションをしていただければ

と思います。要するに目指す文章というのは、あくまでもこれを唱和することによって、

よリロータリーが身につき、クラブがeffectiveに なるような文章でございます。恐らく、

皆様方の英知を寄せ集めていただければ、もっと適切なそれぞれのクラブに適 した特徴が

にじみ出た、そして国際ロータリーの綱領を内容的にも十分カバーした、良い目標をつく

っていただけるのではないかと期待 してお ります。よくできたクラブにはガバナー賞を考

えております。ぜひ頑張っていただけたらとい うふ うに思います。

次に、最後に次年度の寄附目標の目安でございます。

まず、米山奨学金は今年度と同様に 2万円以上をお願いしたく思います。

そして、ロータリー財団への年次寄附でございますが、これは 1万3,000円 以上をお願い

できればとい うふ うに思ってお ります。

そしてもう一つ、ポリオプラスに対する特別寄附でございますが、今年は 1人4,000円 以

上をお願いしたいと思ってお ります。ビル・ゲイツ氏の追加寄附 2億 5,500万 ドルに応えて、

今年の2,000円 の寄附に加えて、さらに2,000円 、すなわち追加寄附のお願いでございますc

次年度は積み残 したDDFの 中から8万 6,000ドルをポリオプラスのために寄附すること

を財団のシェア会議で承諾 していただいてお りますけれども、それに加えて、ビル・ゲイ

ツ氏の善意に応えるだけではなく、ポリオ撲滅のために命を捧げた日本のロータリアンで

ある山田ツネ氏と峯英二氏に敬意を表するためにも、ぜひ 1人4,000円 以上をお願いしたい

と思つてお ります。この方たちの働きが国際ロータリーのポリオ撲滅への引き金となった

のでございますから。

以上で私の発表を終わらせていただきます。 どうもご清聴ありがとうございました。

(拍手)

○司会 (笠井文雄 )

あ りがとうございました。

ここで大谷ガバナーエ レク トより、ガバナーノミニーのご紹介をさせていただき、引き

続きまして、ガバナーノミニーよりごあいさつをいただきます。 よろしくお願い します。
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○ガバナーエレクト (大谷 透)

最初のご紹介の時に申しましたように、もしも次のガバナーノミニーが健康を害されて、

ガバナーを引き受けられないといったようなことになりますと、新 しい規約では、今のガ

バナーが続けてもう一年やるということになってお りますので、ぜひ健康には留意 してい

ただきたいと思ってお ります。

松本ガバナーノミニーを紹介いたします。

○ ガバ ナー ノ ミニー (松本新太郎 )

大谷ガバナーエレク トより身に余る光栄なるご紹介

いただきまして、一遍こうなったら健康を害したろう

かなと思ってお ります。ただいまご紹介いただきまし

た人尾ロータリークラブの松本新太郎でございます。

これまで何回かですけれども私は、果たして私にガ

バナーの資格があるかどうか、いまだに迷っています

と、逃げ口上ともとれるコメン トばかり述べさせてま

いりましたが、この段になってのその弱気は敵前逃亡

というものだと心底腹をくくる心境になりました。か

くなる上は、諸先輩方が営々と築き上げられましたロータリークラブの伝統と名誉を守る

べく粉骨砕身、私に与えられた力の及ぶ限りを捧げ尽くす所存であります。 しかし、だか

らといって私自身の能力が、様変わりに向上したわけではなく、2660地区挙げてのご協力

を賜ってこそ、この重要な役 目を遂行できるのだと自覚 しています。 どうか皆さん、くれ

ぐれもご助力ご鞭撻のほどをよろしく、よろしくお願い申し上げます。

以上であります。ありがとうございました。 (拍手)

○ 司会 (笠井文雄 )

ありがとうございました。

それではここで、来年 2月 に開催されます地区大会のご案内をさせていただきます。

○ (ナ レー シ ョン)

それでは、当年度の地区大会についてご案内申し上げます。

例年12月 に開催されていた地区大会ですが、本年度は来年の2月 26日 金曜 日、2月 27日 土

曜日の 2日 間にわたり開催いたします。

今年度の地区大会は 2つのコンセプ トで取 り組んでまいります。

1つ 日は、朋友との交流です。

1日 日は、交流 。親睦にスポットを当て、参加 していただくロータリアンの皆様に心か

ら楽しんでいただける大会を目指します。

2つ 目のコンセプ トは、意義深い講演、重要な問題の討議を通じ、ロータリアンに感銘

を与えることです。地区大会 2日 目は、ロータリーを身につける場として皆様に感銘深い

プログラムを提供 してまいります。
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地区大会 1日 目の内容は、お祭 りの雰囲気を演出し、楽 しい大会を企画 してまいります。

13時より分科会を 3つ行い、15時30分 よリセレモニーとイベン トをとり行います。地区大

会当日は、バンクーバー冬季オリンピックの開催期間中です。ロータリアンの皆様とその

ご家族の皆様にご興味を持っていただけるタイムリーで楽しい企画をご用意 してお ります。

会場はリーガロイヤルホテルです。ぜひご家族とご一緒にお楽 しみください。

2日 目は、大阪国際会議場 5階メインホールにて開催いたします。開会は13時の予

定です。本会議は、ビジュアルにスマー トに、そしてフォーマルに飽きの来ない演出によ

り、ロータリアンの皆様に時間を忘れて楽しんでいただける大会を目指 します。

また、第 1日 、第 2日 の両日、ロータリアンに交流と親睦の場を提供するとともに、地

区委員会の活動内容をご紹介するブースを設けてお ります。

「ロータリーの未来はあなたの手の中に」この地区大会での経験を礎に、ロータリーの

未来をともに築いていきましょう。参加 してよかったと喜んでいただける地区大会を目指

し、大谷ガバナー以下ホス トクラブー同励んでまいります。

お一人でも数多くのご参加を心よりお待ち申し上げてお ります。

では、来年の2月 26日 にお会いしましょう。

○ 司会 (笠井文雄 )

地区大会のご案内をさせていただきました。どうか

皆様方、奮ってご出席いただきますよう心からお願い

を申し上げます。

それでは続きまして、講演の時間にまいります。

本 国のご講演をいただきますのは若林パス トガバナ

ーです。

演題は 「ロータリーの値打ち」でございます。

若林パス トガバナー、ご登壇よろしくお願いいたし

ます。

拍手をもってお迎えください。 どうぞ。 (拍手)

回
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講 演

「ロータリーの値打ち」

○パ ス トガバ ナー (若林 紀 男 )

皆さんこんにちは。先ほどは大谷ガバナーエレ

ク トが次年度のRIテーマ 「ロータリーの未来は

あなたの手の中に」を解説され、また、RIの強

調事項をご説明になりました。そして引き続いて、

当地区の次年度のガバナーの方針を懇切丁寧にお

話しいただきました。

私が今ここでお話をさせていただいて終わりま

すと、皆さん方は各部門別に分かれられまして、 _ガ」饉

次年度のクラブの方針、運営について、いろいろ勉強されるということになってお ります。

地区協議会において講演と言えば、昔はよく外部から、それなりの講師をお招きになっ

て、お話を聞くわけでありますけれども、なぜか今年はロータリアンとい うことで私に自

羽の矢が立ちました。私は体をかわしたのでありますけれども、寄る年波に負けまして、

敏捷性に欠けた結果、矢に当たってしまいました。

小田地区協議会実行委員長さんがお越 しなりまして、今年の地区協議会は、講演はこう

いうや り方をしたいんだと。すなわち、きょうお集まりの皆さん方は、ロータリー経験、

年数を充分経ておられるし、知識も豊富な方々であります。その上30分 という短い講演な

ので、講演の中身はロータリーの理念だとか、あるいは綱領の持つ大切さだとか、あるい

はロータリーの金看板の職業奉仕についてお話をして頂くよりも大谷ガバナーエレク トの

お話を聞かれ少し肩が凝ってきたかなと感 じられ、その後の部門別でもって、また勉強し

なきゃいけない皆さん方の気持ちを、あるいは肩をほぐすような、身近なロータリーのお

話をしていただければいいんだと。同時に、先ほど実行委員長がおっしやったように、緊

縮財政上、簡素簡潔にしたいので、PGの若林さんなら無料でお願い出来ると考えましたと。

これが私に自羽の矢の立った理由でございます。

1923年 9月 1日 午前11時58分、東京を中心に大地震が発生いたしました。世に言 う関東

大震災であります。その関東大震災が発生する3年前、我々ロータリアンにとつて決 して

忘れることのできない人物お二人がいらっしゃいます。米山梅吉さんと福島喜二次さんで

あります。このお二人が大変努力をされて、日本にロータリークラブをつくりたいんだと

いうことを一生懸命、国際ロータリーに働きかけました。そして1920年 に東京に第 1号の

クラブ、東京ロータリークラブができたのであります。

その福島喜二次さんが仕事の転勤で大阪に来られました。そして大阪で経済人である星

野行則さんという方と出会われ、ぜひとも大阪の地にロータリークラブをつくりたいなあ
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とい うことで、このお二人が熱意を持って国際ロータリーをお訪ねになり、初代事務総長

であるチェスリー・ペ リーさんに懇願するわけであります。ぜひとも2番 目のロータリー

を大阪の地でつくりたい。そしてチェスリー・ペ リーさんからお二人が設立の委任を受け

られ帰ってこられて当地区で、日本で第 2番 目のロータリークラブを設立されたのが大阪

ロータリークラブであります。

その大阪ロータリークラブができて 1年もたたないうちに先ほどの関東大震災が発生し

たのです。大正12年でありまして、東京を中心にインフラは壊滅状態、通信網はずたずた

とい う状態でありましたけれども、この日本の大きな災害はアメリカにも伝わりまして、

海の向こうのロータリークラブの皆さん方が、つい数年前に日本にもロータリークラブが

できたわけだから、ぜひとも支援の手を差 し伸べようじゃないかということで、東京ロー

タリークラブにコンタク トされるわけですけれども、先ほど申し上げましたように、通信

網がずたずたでございましたので連絡がつかない。そこで大阪ロータリークラブにRI国
際ロータリーは窓口、仲介役をするように依頼をしてくるわけであります。

シカゴロータリークラブが1,500ド ル、ニューヨーク、サンフランシスコロータリークラ

ブ、両クラブは1,000ド ルずつを電信送金 してまいりました。また、アメリカ、カナダ、イ

ギリスの503に 上るロータリークラブが、この日本の災害に何とか手をかしたいということ

で浄財が集まりました。その金額は 8万9,000ドルと言われてお ります。大正12年の 8万

9,000ドルは、今、 ドルを100円 と換算 しても900万 円ですから、どれだけ大きな値打ちのあ

る支援金だったか想像下さい。

そのとき大阪ロータリークラブの窓国の担当をされたのが、当時クラブ幹事をされてい

た福島さんでありました。大阪ロータリーの方々が東京ロータリークラブに、送金されて

来た義援金を一生懸命運ばれたわけであります。東京ロータリークラブはその義援金をも

とに、震災直後は医薬品等を含む医療活動に、その資金を使われました。また、東京、横

浜の学校の復旧 。復興に対 しても使われました。

震災のために両親を亡くした孤児が多く出ました。その孤児たちを収容すべく、東京孤

児院では余 りの人数の多さに施設が足 りないということで、東京ロータリークラブは東京

孤児院に新 しい施設をつくることを申し出て、そのお金を提供するわけであります。でき

上がった施設の開館式のときに、東京ロータリークラブのメンバーとご家族が慰間で訪れ

ます。この東京ロータリークラブの会員ご家族がご一緒になって社会奉仕をしたとい うの

が、これが日本で最初の家族を巻き込んでの社会奉仕であります。そして、開館式が終わ

った後、その施設に対 して名前がつけられました。ロータリーホームであります。

というこの話を実は、私がロータリーに入会 して四、五年たってからですかね。私のク

ラブの先輩が卓話でお話をされました。私はその話を聞いたときに、へえ、ロータリーっ

てすごいネットワークを持ち、ワール ドワイ ドだなあとい うことに感心すると同時に、フ

ァーイース ト、極東の、しかも小さな島国の二、三年前にロータリークラブができた、そ

の日本の災害に対して海外のロータリアンが、何はさておいても力を貸そうじゃないかと

いう温かい心を持って支援をしてくれた、そのことを私は、これがロータリーの値打ちだ
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なあと感 じたのであります。

さて皆さん、皆さんもこうやってロータリアンとしてロータリーに入会 しておられます

けれども、ロータリーに入るきっかけってどうだつたのでしょうか。多分、先輩だとか友

人、知人から声をかけていただいて入った方も多いだろうし、会社から推薦を受けてロー

タリークラブに入会しなさいとい うことで入ってこられた方も多いかと思います。もちろ

ん数は多くありませんけれども、ロータリーに対する内容をよく熟知 しておられて、自分

もロータリークラブに入会 し、奉仕の心を持って奉仕をしたいんだということで入られた

方もおありでしょうが、今申し上げましたように、どちらかというと入会のきつかけは、

そんなに難 しく考えて入ったわけじやないと思います。

しかし、我々はクラブに所属しながら年数を経ますと、どうでしょうか。今までになか

った、本当に真から友人と呼べる人に出会って、それが自分にとつてロータリーの値打ち

だと感 じられる方、また、クラブの仲間から大いに啓発されて、自分にとって大切な勉強

をさせてくれる仲間だということに値打ちを感 じられる方、また、クラブが一丸となって

やる奉仕に対して一緒に汗を流し、そして奉仕の結果に感動 したことにロータリーの値打

ちを感 じられる方。ときには世間から、ああ、ロータリーに入っておられるんですかと。

あれは、なかなか入ることのできないエ リー トクラブだそ うですね、団体だそ うですねと、

こう言われて、どことなく心地いい気がして、ステータスに対して値打ちを感 じた。そ う

いう人もおられると思います。

さて、私は時々、こんな有名な方が同じロータリアンだったのかと、ちょつぴ り自慢に

思 うことがあります。皆さんも多数の著名人の方がロータリアンと知っておられるかもし

れませんけれども、少々披露 して見たいと思います。ロータリーという団体はアメリカで

誕生しましたので、アメリカの歴代の大統領の多くはロータリアンであります。思い出す

だけでも、例えば、ルーズベル ト、 トルーマン、アイゼンハワー、ジョン・ F・ ケネディ、

レーガン、この人たち皆ロータリアンであります。英国の首相であったチャーチルもロー

タリアンであります。少 し毛色が変わりますけれども発明王エジソンもロータリアンであ

ります。そしてシュバイツァー博士、あるいは、月面に人類として初めて足跡をつけたア

ームス トロング宇宙飛行士もロータリアンであります。子供たちに夢を与えたウォル ト・

ディズニーもロータリアンであります。

私は、そのような人たちが私と同じロータリアンであるということを自慢に思 う半面、

この人たちがなぜロータリーにそれだけ魅力、値打ちを感 じておられるのかとい うことに

興味がございました。今から私が 3人の方を少 し詳しく、お話を申し上げたいと思います。

ダグラス・マッカーサー元帥、この方は職業軍人であります。職業軍人でありましたけ

れども、アメリカはミルウォーキーロータリークラブのメンバーでもありました。彼は軍

人として、あちこちの国に任務として着任されます。オース トラリアのメルボルンにおら

れたときは、メルボルンロータリークラブに入会 しておられます。また、フィリピンのマ

ニラに司令官としておられたときには、マニラロータリークラブに入っておられました。

日本軍の強力な包囲網にあってマッカーサーは、フィリピン・マニラを撤退、脱出しなけ



ればならない。そのときに彼が有名な言葉を残 してお ります。 「I shall return」 とい う

言葉でありますけれども。

さて、戦争が終わって、日本が占領軍に進駐されます。そのときの総司令官としてダグ

ラス・マッカーサーが着任 して参るわけであります。 日本は時代の流れに抗 し切れずに、

昭和15年に国際ロータリーを脱退 してお ります。戦後すぐさま我々の先輩ロータリアンは、

何とかいち早く国際ロータリーに復帰したい、この思いで一生懸命働きかけました。その

結果、昭和24年に日本のロータリーは国際ロータリーに復帰できたのであります。復帰で

きて間もなく、総司令官マッカーサーは東京ロータリークラブに入会してくるわけであり

ます。マッカーサー元帥はロータリーのことをこうおっしゃっていました。 「私は職業軍

人である。であるからこそ、いろんな人から学びたいのだ。そして、私はバランスのとれ

た人間になることこそ大切だと思っています。その場を与えてくれるのがロータリーだ」

とおっしゃいました。マッカーサーのロータリーの値打ちは、そこにあったようでありま

す。

いま一つ、先 日、道頓堀から24年ぶ りにカーネル・サンダース人形が引き上げられて、

めでたく帰還 したというニュースがありました。カーネル・サンダースはご存じのように

ケンタッキーフライ ドチキンの創業者であります。あの自ひげの自背広のサンダースおじ

さんの人形は各店舗に置かれているわけですけれども、皆さんもよくご存 じか知 りません

が、あの自背広の襟元にはロータリーバッジがついているのです。カーネル・サンダース

は、自分にとってのロータリーは何なのかと。彼は言った。少なくとも私はロータリーの

2つの言葉を人生の座右の銘といたしてお ります。 1つは最もよく奉仕する者、最も多く

報われる。いま一つは超我の奉仕だと。これがサンダースおじさんにとってのロータリー

の値打ちであったわけなんです。

最後に身近な方をご紹介いたしますと、経営の神様と言われた松下幸之助さんは、当地

区大阪ロータリークラブのメンバーでありました。松下さんが亡くなられた後、長い間、

松下幸之助さんに仕えておられた社員の方から私はこのようなお話を聞きました。幸之助

さんは冠婚葬祭のときのモーニングのときだけはバッジ類は外 しているんだけれども、ふ

だんの背広は、松下の社章とロータリーバッジを常につけていましたと。 しかも、例会に

出かけるときに必ずこう言って出かけられたそ うです。今からロータリーに勉強しに行 く

と。それから仲間と楽しい会話を求めて行くんだと、こうおつしやつたそ うであります。

松下幸之助さんは経営の神 さんと言われながらも、ロータリーから大変多くのことを学ば

れたそうであります。あれだけの大金持ちですけれども、大阪ロータリーに対する寄附の

実績がいかばかりだったかは存 じて居 りません。

このお二人がロータリーの値打ちというものをそれぞれ三様にお感 じになっておられる

わけであります。

私は、ロータリーは個人的に言えば、それぞれがロータリーの値打ちをお持ちになって

いいと思って居 ります。何か画一的に、こうい うことでなきゃいけないということではな

いと思ってお ります。
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話は少 しそれますけれども、きょうの話の中に大阪ロータリークラブがよく出てまい り

ます。大阪ロータリークラブは日本で 2番 目に古いロータリークラブでありますと共に、

当地区にとっても大変大切な、お手本になるリーダー的なロータリークラブであります。

福島さんが幹事をされた後も、塚本さん、そして露口さんとい う大変著名な幹事の方が輩

出されております。この方たちはロータリアンとしてすばらしいだけではなくて、情熱を

持ってこの地区のロータリー、日本のロータリーを育てていこうとい うことをされたわけ

であります。露口さんのご子息が、ご縁がありまして、大谷ガバナーエレク トが所属され

る西南ロータリークラブのメンバーであります。元会長であり、今お仕事は弁護士さんで

ありますけれども、親子二代がロータリーにかかわつているという、これもまたすばらし

いことだと思ってお ります。

きょうも大阪ロータリークラブの皆さん方もたくさんおいでであります。今申し上げま

したように、大阪ロータリークラブがなぜ我々にとつて大切なクラブの存在だったかとい

うと、私たちロータリークラブが10年、20年、30年 と歳月を重ねていくときに、クラブに

とって、その歴史をとどめる記録は何に置かれているのかということであります、皆様も

ご承知のとお り週報、会報であります。この週報 。会報があってこそ、10周年、20周 年、

30周 年へ向かうときに、その記録をひも解いて皆さん方が振 り返ることができるわけです。

だからこそ大阪ロータリーの先人たちが口を酸っぱく週報の大切さ、内容の充実さを指導

されたのであります。また、我々は、大阪ロータリーを親 として子ができ、その子がまた

孫をというふ うにクラブをつくっていきますけれども、クラブ細則においても大阪ロータ

リーを手本としてきたわけです。昨今の大阪ロータリークラブの皆さん方は、どちらかと

い うと恥ずかしがり屋なのか、内向きのような感 じを受けて居 ります。ぜひとも大阪ロー

タリーの皆さん方は、2660地区、いや、日本のみならず、やはり世界のロータリークラブ

として頑張っていただきたいということを申し添えてエールを送 りたいと思います。

さて、著名なロータリアンの中にアイアンウーマンと言われた鉄の宰相、マーガレット

・サッチャーさんがおられます。この方はウェス トミンスター・イース トロータリークラ

ブのメンバーであります。私は、サッチャーさんこそ、ロータリアンにふさわしい方だな

あと思 うとともに、昨今のRIの会員増強の考え方について少 し疑間がございます。とい

うのも世界的に会員が減少 して参 りますと常に言われることは、会員をふやしましょう。

ふやすときに、ぜひとも女性会員をふやそうとい う肩書がついて言われますけれども、私

は、そ うい う形で女性会員をふやすとい うことではおかしいと思っています。やはり我々

は、同じ仲間として一緒にロータリーの奉仕の心を学んで、そして、その心でもって互い

に奉仕をして感動を分かち合 う。あるいは、将来のロータリーのリーダーとなっていただ

く、その様な方にロータリーに入っていただこう。入っていただいた方が結果的に男性な

のか女性なのかとい うことだというのが私の考えであります。

今まで私は、我々一人一人のロータリアンが持つロータリーの値打ちについてお話を申

し上げました。いま一つ、国際ロータリーは、ロータリーの値打ちをどこに求めているの

でしょうか。これは次の言葉に私は凝縮されていると思います。



「国際理解 と親善、そして世界平和」、これを目指そ うとい うことが、国際ロータリー

が求めている値打ちだと思います。だから近年、RI会長になられる方が常におっしゃる

ことは、世界平和を実現するために何がその平和実現を阻害しているのか。前に立ちはだ

かっているのか。それは貧困だと、こうおっしゃるわけですね。貧困は病気にかかったと

きに、適切なる治療を受けることを損なう。あるいは、病気の予防をしようと思っても、

貧困がそれをさせてくれない。だからこそ我々は1985年 からポリオを、地球上より撲滅 し

ようという運動をし続けてきたわけであります。貧困であるがゆえに識字率が低い。識字

率が低いこと、教育がなされないこと、この中で大変忘れてはいけない大切なことは、女

性の識字率の低さは世界的傾向です。女性の識字率の低さは、なぜ問題になるのか。それ

は、女性は赤ちゃんを産んで育てていくと、その過程の中で母親が子供に教育をするとい

う連鎖があるからであります。それがお母さんに教育がなかった場合に、教育が連鎖 しな

いのであります。教育が低いがゆえに、つくべく就職の場が少なくなる。ついても低賃金

で働かされる。こうなると、なかなか貧困から脱出することができないのであります。貧

困であるがゆえに、清潔な健康な水が飲めない。貧困であるがゆえに、栄養豊かな食べ物

が求められない。貧困というのが今申し上げたように、さまざまなことを引き起こし、そ

れがひいては世界平和を阻害しているのだと。ですから、RIが、ロータリーの役割を世

界で最大の民間奉仕団体ということに位置づけているわけであります。

今申し上げましたように、個人個人が持つロータリーの値打ち、それから、RIが求め

ようとしているロータリーの値打ちが違 うように見えますけれども、大前提は一緒であり

ます。それは我々一人一人が他人を思いや り、世のため人のために一生懸命頑張ろうじゃ

ないかとい う心を育てて磨くということ。これが基本的なことであります。そして我々が

育て磨いた、その奉仕の心の行く先が四大奉仕であり、青少年奉仕につながっていくので

あります。

皆さん方がそれぞれ、これからロータリー活動の中で、ロータリーの値打ちを見つけて、

また、そのロータリーの値打ちのもとに、ロータリアンとして活躍されるわけですけれど

も、ロータリーの値打ちを高めるのも実は皆さん方一人一人であります。皆さん方お一人

一人の人格と人間力を高める努力を続けてこそ、ロータリーの値打ちが高まるのでありま

す。 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」ありがとうございました。 (拍手)

○ 司会 (笠井文雄 )

若林パス トガバナー、ありがとうございました。初めて聞く話もたくさんございました。

再度拍手でお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございます。 (拍手)

皆様、大変お疲れさまでございました。これにて本会議は終了となります。これからは、

それぞれの部門会議 となりますが、関係 されます部門会議の会場をお間違いのないように

お願いをいたします。部門会議の会場は指定席 となってお りますので、ご自分のお席にお

着きください。

皆さん方、アテンダンスカー ドがありますけれども、初めて、この部門会議の下に、ご

参加いただきます委員会の名前が、部門が書かれてお りますので、その会場にお出ましを

骰



いただき、指定席にお座 りをいただければと思ってお ります。なお、 6階からは移動がで

きませんので、 5階か 7階 よりお回りください。

それでは本会議の閉会のあいさつを古里地区協議会副実行委員長にお願いをいたします。

○地 区協議 会副実行 委 員長 (古里龍 ― )

本 国は地区協議会の開催に当たり、皆様におかれま

しては公私ともにご多用のところ、足元の悪いところ、

ご出席賜 りまして、まことにありがとうございました。

おかげをもちまして、本会議は滞 りなく終了いたしま

した。ただいま若林パス トガバナーの非常にユーモア

のある日本のロータリークラブの歴史などをお聞きし、

また、現在の世界 じゆうのロータリークラブの非常に

すばらしいところを非常にわかりやすくご説明があり

まして、本当に感銘をいたしてお ります。

ご承知のとお り、本年は時間短縮のため、また、予算のために部門別協議会はこれから

別室に移動 していただき、討議 されることにな ります。2660地区85ク ラブにおかれまして

は、本 国の会議で討議 されました事柄を今後の幅広い奉仕活動の展開に十分に生か してい

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

部門別協議会の閉会のごあいさつは、それぞれの部門でお願いいた します。

終わ りに、会員各位のますますのご健勝 とご活躍を祈念いた しまして、地区協議会閉会

の言葉 といたします。本 国はどうもありがとうございました。 (拍 手 )

○ 司会 (笠井文雄 )

それでは、最後に皆様とご一緒に 「手に手つないで」を合唱したいと思います。

(合唱)

○ 司会 (笠井文雄 )

皆さん方のご協力を得まして、大変スムーズに本会議を進行することができました。大

分早く進みましたので、部門会議を早目に進めたいと思っております。お手元の時計があ

ると思いますが、15時、 3時から部門会議のスター トといたしたいと思います。

それでは、横山ガバナー、点鐘をお願いいたします。

○ ガバ ナー (横山守雄 )

終わります。

(点 鐘 )

○ 司会 (笠井 文雄 )

皆さん、ありがとうございました。ご協力大変感謝いたします。

それでは、部門会議へどうぞお進みください。ありがとうございました。

(14:36閉会 )
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地区協議会出席表

No. クラブ名

大    東 谷中 清孝 藤本 和俊 大東  弘 大西 寛治 中  恒夫
（
∠ 大 東 中 央 樋口 光弘 池田 文治 高野 邦博 大和田雅江 千早  正
（
５ 東  大  阪 河北 勝彦 竹内 成介 高林  茂 丼戸本忠彦 西村 光洋

4 東 大 阪 中央 百済 洋一 三木 武志 和田栗一良 瀧田 )告彦 山本 義朗
ｒ
Э 東 大 阪 東 溝畑 正信 森井 繁雄 山岡 信也 石田  肇 表  康之
（
０ 東大阪みどり 北井 孝彦 土井 健― 清水 宏彦 野村 悦子 小寺 史郎
７
〓 東 大 阪 西 氏野 隆司 藤原 史嗣 樋口 廣司 東野 公一 龍田 宇内
Ｒ

） 枚    方 山中 脩自 田邊  誠 家高 健志 大野  榮 寺嶋 二郎
Ｑ

） 茨    木 久保 義誓 一月 通夫 加藤 員一 土方 慶之 笠原隆之助
10 茨 木  東 森  専雅 木本 誠一 竹村ルミ子 東野 達雄 篠賀  章
11 茨 木  西 田村 英明 中小路悦子 櫻井 京子 佐々木良高 野地 龍夫
12 池 田 森  素子 近藤 秀一 田嶋也寸志 奥村 昌也 森下 勝之
13 池 田 くれ は 中堂 武賢 田中 隆弥 池田 吉清 森  茂寛
14 Fヨ      真 富永 良太 田中 義昭 堀  一成 林  芳隆 西川 亮彦
15 交    野 雨田  正 平田 至宏 森  昌範 田中  有
16 香  里  園 小泉 朗 的場信一郎 柴田 )告志 浅丼 勝爾 小林 道明
17 く ず は 駕田  毅 北川 順清 日野 守之 山口伊太郎 平尾 公介
18 箕    面 中井満洲男 西脇  ′

1吾 山下 恵司 庄司修二郎 黄堂 泰昌
19 箕 面 中 央 田遠 正昭 湯川 泰孝 前川  茂 山口 誠治 大塚英太郎
20

Ⅲい
丁 口 宮内 勝夫 水谷 治人 神田 隆司 石橋 高夫 辻村  弘

21 守ロイプニング 吉岡 章夫 佐々木 誠 福田 治夫 政  旬一

22 寝  屋  川 森  時頼 中谷 廣一 榎本 桂子 飯島 照輝 出橋 恒仁
23 大    阪 黒田 章裕 稲畑勝太郎 渡辺 泰男 高月  清 佐藤 博之
24 大 阪 阿倍 野 櫛田 雄― 二上 寛弘 大和 正代 渡邊 純一 辻川圭乃。竹川修司
25 大 阪 中 央 笹木 秀雄 辻  幸雄 辻川 功一 北尾 郁二 室丼 良樹
26 大 阪 堂 島 中島  武 中村 正敏 佐藤太一郎 川崎 全司 幸田精一郎
27 大阪フレンド 佐藤 直博 山本 富造 林  尚美 高田 利美 今村 聖三

28 大 阪 阪 南 和田  健 羽賀 順一 高橋 博文 丼上 隆智 阪  広久
29 大  阪  東 盛田 三五 藤村 達二 樋口 武英 中村  健 遠藤 彰
30 大 阪 東 淀 鋼崎 克己 熊澤 洋一 裏口  勝 池田啓一郎 太田 廣重

31 大 阪 平 野 尾川 雅清 吉村  日召 福田  修 西田 博司 柿野 雅一

32 大 阪 本 町 安藤 康雄 野中 昭彦 齋坂紀八郎 岸 孝太郎 村田 喜徳
33 大阪イブニング 宇野 能史 奥  公男 桑村 壽子 濱野 和子 木下 恵美子
34 大 阪 城 南 津和 章雅 井上 裕貴 中谷 徹雄 内藤 喬皓 福原 伸治
35 大 阪 城 東 谷岡 正夫 大道 一弘 杉野 政史 岡本 浩 岸田 清豪
36 大 阪 柏 原 榊原 正峰 笠井 靖彦 小原  進 町野 勝康 西尾 寛一

37 大  阪  北 江崎 正道 河田 ―彦 高林 伸行 村上 満・植木征一 仙田 恒夫

38 大 阪 北 梅 田 白石  章 島井 宏子 鈴木 忠夫 中神 秀明 榮野  隆
39 大 阪御 堂 筋 宮岸  隆 北島 茂治 清水 正義 森田 和明 山田 耕司
40 大  阪  南 武田 太郎 城戸 高史 飯井 克典 横尾 国治 木村 芳樹
41 大 阪 中 之 島 小林 俊明 北村  薫 犬飼 直之 北村  譲 針谷 紘
42 大 阪 難 波 樫畑 寛治 白野 陽一 石川 益 遠藤友一郎 荻原  奨
43 大 阪 な にわ 吉川 仁育 岡本真一郎 中村 靖二 坂本 勝男 田中  洋

会 長 SAA クラブ奉仕

西村  晋

大島 栄子
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クラブ名 lM
組

大    東 田中 啓之 中村 貞也 高島  登 山中 政治 植田 恭平
（
６

大 東 中 央 岩本 圭司 古川 真照 岡市 勝夫 北田 宗男 前田 博子 （
６

東  大  阪 織田 宗輔 片岡  大 濱谷 和也 安田 嘉雄 熊本  博 4
東大 阪中央 鈴木 勝俊 岡田 忠彦 岩崎史郎。有江健 浅野 光男 中村興志夫 4
東 大 阪 東 水上 雅博 芳田 至弘 岡田 耕治 田中哲男。北埜 登 梶原 孝彦 4
東大阪みどり 島  啓介 杉森 隆志 西村 俊彦 辻   茂 井上 善博 4
東 大 阪 西 中西 英 高島 政康 南野 和俊 島田 直爾 4
枚 方 林   武 新庄 幸― 堀岡  晃 門前 武彦 三村雄太郎

う
０

茨    木 木本 保平 西條 壽一 吉田 政雄 倉内 貞敏 樋口 淳一 （∠

茨  木  東 平松 克一 奥村 篤二 堀   裕 岡市 正規 高見  孝
（
∠

茨  木  西 都田 慶― 清水 達也 中西 隆英 山本 高司 別虚 了一 （
∠

池 田 塩崎 一義 松尾 光明 明石  巧 岸上 宏司 鶴原 英生

池 田 くれ は 藤原  進 松室 利幸 室木 啓― 藤原 史郎 長嶋 貞孝

Fヨ
吉 馬場 絢子 宇治  忠 奥田 一夫 河瀬  隆 三林 信彦

（
５

交    野 山本 光二 奥  嘉隆
（
５

香  里 園 川尻 昌之 金剛 照祐 下牟田秀人 南井 恒治 盛岡 建
」ヒ
「コ

（５

く  ず  は 木崎 信也 米田  勉 重田 恵年 林  克彦 山口 彰夫 （
５

箕    面 上島 一彦 城下 重人 西宮 富夫 石原 孝男 瀧瀬 尚峻

箕 面 中 央 藤本 年朗 植田 豊賞 増田  俊 上野 弘之 蔵田 禎夫

守 口 菊田  芳 浦  均 吉川 巧― 松尾 安彦 中道  均 （
５

守ロイプニング 後藤 正伸 金丸 大介
（
５

寝  屋  川 山本 菊栄 辻本 容治 串田 ゆか 亀井 信昭 田邊 司郎
（
５

大 阪 谷川  正 森本靖一郎 細川 ′脱男 井村 達男 小泉 隆司 （０

大 阪 阿倍 野 岡野 文雄 三木 一良 塩 中 成 北村 幸郎 山下 義一 8
大 阪 中 央 宅野 久夫 松本 晴充 永丼 路子 山田  博 森脇  寛

ｒ
Э

大 阪 堂 島 川本 幹治 前田  勉 城ヶ辻 保 西川  亨 西野 公庸
ｒ
Э

大阪フレンド 柴山 泰範 岡田 ―恵 栗原  大 奥野冨美子 三上美智子
‐フ
′

大 阪 阪 南 田邊 雅史 汲田 英明 仲安 康晴 林  幸 宇田 壽彦 8
大  阪  東 林  恭造 大文字賢浩 吉澤 邦祠 中川 清孝 三上 教道 6
大 阪 東 淀 磯田 郁子 磯田 郁子 槙本 昭彦 城村 幸治 郡田 義光 ハ０

大 阪 平 野 明浄 章彦 矢地 浩治 倉岡  多 毛利  進 榊原 克次 8
大 阪 本 町 首藤 隆平 平井  満 内山 明玉 今岡 真義 矢野 清治

‐7
′

大阪イブニング 楳村 大作 林  勝秀 松浦 克巳 三埜  好 萩田 貞二 8
大 阪 城 南 永田 藤夫 村上 泰啓 北  恭一 中本 和洋 岡部 泰鑑 8
大 阪 城 東 川中 義裕 黒松 克行 岸本 和久 北濱 貞雄

（０

大 阪 柏 原 山田 恭子 楠本 菊寅 田
自 ヨ/
日 子 竹内  寛 4

大  阪  北 山澤 倶和 吉川 健之 森  輝彦 和中  裕 丸山 雅祥
Ｆ
Э

大 阪 北 梅 田 井上  孝 水野 哲次 和氣  主 木下正三郎 細田喜代司 Ｆ０

大 阪御 堂 筋 丸尾 照二 荒川 雅行 大西 博孝 脇  隆俊 武島 秀吉
‐7
′

大  阪  南 林  信幸 廣内  謙 暮松  毅 長谷川 孝 小山 博記
７
〓

大 阪 中 之 島 早瀬 道園 斧田  哲
L=

「
コ丼  寛 福田 忠博 山本  肇

ハ０

大 阪 難 波 伴丼 敬司 桑田日出男 和田  徹 本多 純一 千田 忠司 ７
〓

大 阪 な にわ 原田正弘。藤本滝三 宮澤 敬幸 濱浦紀代輝 池側 一司 亀丼 克
‐7
′

社会奉仕 青少年奉仕 国際泰仕 O WCS ロータリー財爾 米山奨学

佐々木多喜子
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地区協議会出席表

No. クラブ名

44 大 阪 南 西 矢田 勝利 木村  聡 長谷川治雄 中丸 義昭 南  克昌

45 大阪ネクス ト 里丼 久輝 近藤 菜穂子 表  泰之 川本 典美 松本 仁孝

46 大  阪  西 中西 洋介 中安 敬人 小寺 隆弘 大塚 道夫 松尾 雅明

47 大 阪 大 手 前 関  謙 岡本 雄介 中村 不二 中村 匡克 金高 好伸

48 大 阪 大 淀 西尾誠一郎 片岡  聡 八頭司 享 上野 博史

49 大阪リバーサイド 伊藤 定夫 藤井本一博 神崎 友次 百々 季仁 木村 新一

50 大 阪 咲 洲 宝上 富之 小林 和由 松本  功 成山  肇 薮野  洋

51 大 阪 西 北 奥野 武久 竹井三千彦 芦谷 裕一 勝亦 良彰 隅防 嘉之

52 大 阪 西 南 藤本 和茂 繁野 光― 高澤 俊也 笠井 文雄 中西 正純
53 大 阪 船 場 北野 克己 伊藤 清― 今泉 忠亮 丼上  明 栗原  裕
54 大 阪 心 斎 橋 永通 明温 松田 隆光 上野 好清 植田  卓 鴻野 精彦
55 大 阪 城 北 西田 恵心 寺崎 正也 後藤 喜司 川本 達雄 丸丼龍太郎
56 大阪そねざき 岸本美智子 松田壽美子 森本 和代 高浪 宣昭 木本 直弥

57 大 阪住 之江 前田 春樹 出口 統士 蓮井 秀樹 田邊 千尋 池田 淳八

58 大 阪 住 吉 中澤 章好 富家 丈雄 若林 嘉寛 西尾 良一 清水 常雄
59 大 阪 天 満 橋 浅川 正英 梅本 知秀 大矢 平治 中村 健輔 谷本 圭

60 大 阪 天 王 寺 吉岡 宏之 津留 正孝 家田 成夫 西埜  毅 吉田  進
61 大 阪 東 南 森脇  隆 北村 佳久 山路 昌彦 井本喜代次
62 大 阪 鶴 見 清水 正憲 覚野 廣久 谷  康平 宇野  滋 山崎修―・高橋正明
63 大 阪 梅 田 秋元 延介 山本 雅昭 森   治 熊谷 貞俊 大橋 秀一

64 大 阪 梅 田 東 梶本 憲史 松原 倉敏 中島 英郎 木野 廣一 革嶋 恒徳
65 大 阪 うつ ば 村上 正人 巾本寸  子L 木下 明之 湯尾 恵子 藤井 健蔵
66 大 阪 淀 川 高地  健 益山 明佳 中津 敏子 竹内 隆夫 西川 正一

67 大阪ユニバーサルシティー 柴田 龍彦 池山 博文 近藤 嘉一 吉田 正信 福島 三雄
68 千 里 稲邑 清也 奥本 利美 粉川 雅至 奥谷 英夫 田橋 賢士

69 千里メイプル 高尾  修 木下 吉宏 水野  薫 水本  徹 近藤 一弥
70 摂    津 神田 保廣 秋山  肇 藤原 浩一 横田  聡 埜口 定男
71 四 条  畷 平井 正雄 景山 隆光 甲林 高雄 谷村 勝美 山口 愛彦
72 新  大  阪 谷口 光夫 生尾 雅美 中川 建司 片岡 重裕
73 吹    田 吉田  充 福室 忠正 紙谷 正行 疋田 陽造 河野 誠三

74 吹 田 江 坂 渡辺 忠雄 西本 健二 延  秀恵 橋本  豊 内田  正
75 吹  田  西 仲辻  章 清水 大吾 紙谷 幸弘 由上 時善 坂口 道倫
76 高    槻 丸山 俊郎 児島  信 伊藤 智秋 片山美智子 川面 智義
77 高  槻  東 岩田 喜義 白藤 '青― 松浦 寛法
78 高  槻  西 土丼 晶 白神 正夫 河西 康宏 中川 雄大 栗田 忠一
79 餞ヨ

中 小寺 )間一 関谷 洋子 松山 辰男 山西 洋一 武枝 敏之
80 豊  中  南 三井 清治 山中 久男 北森 勝司 西固 定雄 福田 正博
81 豊中―大阪国際空港 木本 亮介 田中 竹 高橋 朝生 上西 利三 中尾 正三

82 豊 中 千 里 岡  卓爾 岸本 隆之 江上 清夫 藤原 安雄
83 八 尾 坂本 憲治 山本 昌市 田中 康正 村本 順三 笠丼  実
84 八 尾 中 央 中丼 敬和 山本与志弥 富山 博光 矢島 正孝 東口 晏巳
85 八  尾  東 桑田タア子 筒井 重之 石川 義一 楠瀬 允教 森下 慶治

会 長 幹 事 SAA クラブ奉仕 職業奉仕

岡村 雄二

松田 清司

渡辺 ―光 瀧井  理

角田 貞治
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クラブ名 ‐Ｍ
組

大 阪 南 西 南  光子 野々原喜久夫 熊  秀霞
」士
「コ中 春美 小池 廣子 ７

〓

大阪ネクス ト 柳川 裕之 西村 恵― 川中 紀子 齊藤安以子 濱山苛 寛和 4
大  阪  西 井本 一幸 粟村 卓家 高士 雅次 上野 義治 Ｆ

０

大 阪大手前 大本 達也 中林 邦友 松葉 知幸 曽我部律夫 （
０

大 阪 大 淀 森  薫生 大西洋一郎 丼原 悦司 遠越 英行 内山 雅史
Ｆ
Э

大阪リバーサイド 前田 葉子 深井 正博 中川 浩 石田由美子 ｒ
Ｏ

大 阪 咲 洲 西山 雅康 荒石義一郎 高松 伸伍 山本  誠 長元 良二 8
大 阪 西 北 玉田 義宣 砂川 秀雄 小嶋  敦 増田 久弥 近藤 治郎

Ｆ
Э

大 阪 西 南 沖中 栄子 松崎 勝司 大川展功・秋目哲郎 池田  輝 増田 國次 ７

〓

大 阪 船 場 根来  登 堀  浩司 新田 昌男 平山 明彦 堀 義博
¨7
′

大 阪心斎橋 日野 年澄 丼村 周平 岩佐  厚 平岩 武雄 鈴木 公平
７

〓

大 阪 城 北 角本 浩一 三木 一之 高瀬久美子 穐山 昌隆 川本 晴男
ハ
０

大阪そねざき 丼上サエ子 伊山苛 順五 石川 豊 革嶋祐理子 ｒ
Ｏ

大 阪住 之 江 西田 敦宜 勝根 慶治 阿知波 毅 高橋 栄子 清川 忠義 8
大 阪 住 吉 横川美智子 澤田 正寅 渡部冨士雄 大戸 道彦 上野  健 8
大 阪天満橋 松宮 清隆 奥   崇 鍬田 充生 高田  肇 金田 五郎

ハ０

大 阪 天 王 寺 米川 和作 金本恒二郎 高見篤志郎 平尾 一平 片渕 正一 8
大 阪 東 南 松山苛 達郎 網本 )告幸 林 銑吉郎 奥田  実 杉浦 勝昭 8
大 阪 鶴 見 中村 善尚 田中 信明 井上  修一 中嶋 英貴 武市 智寿

（
り

大 阪 梅 田 土田 喜和 野口 秀夫 佐藤 成憲 鈴木 達郎
Ｆ０

大 阪梅 田東 松崎駿介・谷本明 上野晃裕・石田稔之 森田耕造・岡 寛 山山奇 吉秀 津田  宏 ｒ
Ｏ

大阪うつば 野上 俊二 生沼 寿彦 池田 周弘 浅野 博史 奥澤 邦彦 ７
〓

大 阪 淀 川 亀岡  勉 青木  高 楠  研 白山 鴻鍵
（り

大阪ユニパーサルシティー 小林 知義 龍岡 恵子 豊島 秀郎 東  健
ｒ
Э

千 里 矢橋 弘嗣 上島
」―
フヽ 辻 毅―郎 新原 健市 古城 紀雄

（∠

千里メイプル 藤田 芳浩 古山 柄博 山田 克子 山田 達也 下川美爾子
つ
乙

摂    津 尾崎 公宏 東谷弥八郎 下村 三郎 川脇  健 森川嘉夫瑠
（
∠

四 条  畷 貝阿弥―郎 清水 勝美 田村 成明
（
５

新  大  阪 松本  正 秦  勝成 高窪  淳 松本 圭右 山本 恵員 6
吹    田 宮脇 一彦 畳谷久仁子 上本  博 北村 英一 つ

乙

吹 田 江 坂 渡邊  員 寺井 正昭 飛田 昭男 西上 博幸
９
」

吹  田  西 青木 建雄 本田 智教 田中 慶一 蔵田 敦史 栢本 義臣
９
」

高    槻 小山 彰夫 松尾  浩 田渕 謙二 羽根田茂子 （
∠

高 槻  東 辻野 眺一 板垣 善雄 石井 清隆 藤田 圭吾 西口 昌昭
９
」

高  槻  西 長谷川博之 西り|1 矢日行 森本  茂 西丼 忠義 和三 弘麿
９
」

豊    中 奈須 正典 森本 博明 米田  真 黒河  洋

豊  中  南 吉村 直樹 廣瀬  譲 吉田日士光 武田 矩夫 西野  修

豊中一大阪国際空港 笹部 義平 渡邊 克一 齊城 正之 藤原  明 中埜  肇

豊 中 千 里 長澤  彰 樽井 郁夫 藤谷 和憲 五條 房巳 立花 佳枝

八 尾 津田 伸一 稲田 賢 柏原 干城 丼川 孝 山本 勝彦 4
八 尾 中 央 片岡 基博 吉村 清明 玉井 利宏 久原 正仁 大橋 生佳 4
八  尾  東 大橋 秀造 山田 哲男 藤崎 秀雄 中西 義治 長尾 穣治 4

議難‐―,議

嚇臨議藤:

小川 哲男

辻村 和弘

藤本 佳之

榎本  仁

木村雄次郎

大井  清



ク ラ ブ 奉 仕 部 門 リーダー  横山 守雄

近藤 雅臣

会  長  部  門 サブリーダー 戸田  孝

廣瀬勘一郎

熊澤 忠弱

中川 早 ニ

青 少 年 奉 仕 部 門 リーダー   吉川 謹司

寺田 和之

幹 事 。 SAA部 門 リーダー   井上 嘆夫

米 山 奨 学 部 門 リーダー   若林 紀男

国 際 奉 仕 部 門 リーダー   宮田 宏章

職 業 奉 仕 部 門 リーダー   神崎  茂

社 会 奉 仕 部 門 リーダー   岩田 宙造

ロータ リー財 団部 門 リーダー   新谷 秀―

会  長  部  門 リーダー   大谷  透

会  長  部  門 サブリーダー 松本新太郎

会  長  部  門 サブリーダー 瀧川 紀征

幹 事 。 SAA部 門 サブリーダー 井上 家昌

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 川上 善司

職 業 奉 仕 部 門 サブリーダー 岩本 洋子

サブリーダー 畑田  豊

国 際 奉 仕 部 門 サブリーダー 松井 隆雄

米 山 奨 学 部 門 サブリーダー 橋本 憲之

幹 事 。 SAA部 門 サブリーダー 金森 市造

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 三木  優

職 業 奉 仕 部 門 サブリーダー 畑田 耕―

青 少 年 奉 仕 部 門 サブリーダー 西上 博幸

国 際 奉 仕 部 門 サブリーダー 宮里 唯子

ロー タ リー 財 団部 門 サブリーダー 矢野  厳

米 山 奨 学 部 門 サブリーダー 北川  哲

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 松川 雅典

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 中島  武

職 業 奉 仕 部 門 サブリーダー 中嶋 進治

社 会 奉 仕 部 門 サブリーダー 片山  勉

青 少 年 奉 仕 部 門 サブリーダー 田中 康正

青 少 年 奉 仕 部 門 サブリーダー 津本 清次

青 少 年 奉 仕 部 門 サブリーダー 陶 柳之介

青 少 年 奉 仕 部 門 サブリーダー 岡田 俊作

国 際 奉 仕 部 門 サブリーダー 戸田 和孝

ロー タ リー財 団部 門 サブリーダー 福家  宏

地 区 出 席 者 一 覧

ガバナー

RI理事エレク ト・パス トガバナー

パストガバナー・地区研修リーダー

パストガバナー

パストガバナー

パス トガバナー

パストガバナー

パストガバナー

パストガバナー

パストガバナー

パストガバナー

パス トガバナー

パス トガバナー

パストガバナー

ガバナーエレクト

ガバナーノミニー

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期地区研修委員

次期クラブ奉仕拡大増強委員長

次期広報委員長

次期職業奉仕委員長

次期社会奉仕委員長

次期インターアク ト委員長

次期ローターアク ト委員長

次期青少年活動委員長

次期青少年交換委員長

次期国際奉仕。WCS委員長

央

里

尾

中阪大

千

八

阪

里

東阪

阪

阪

大

千

大

大

大 阪 西 南

守 口

大 阪 城 南

東 大 阪 東

池 田 く れ は

大 阪 西 南

八 尾

吹  田  西

東 大 阪 東

大 阪 平 野

大阪そねざき

大 阪 城 南

大 阪 天 王 寺

大  阪  南

西

南阪

大

大

く  づ`｀   は

大阪イブニング

中

吹 田 江 坂

茨  木  西

大 阪 大 淀

大  阪  南

新  大  阪

大 阪 堂 島

大 阪 城 東

大  阪  東

八 尾

大 阪 淀 川

竺 面

大 阪 本 町

大阪ちゃやまち

次期 回―タ リー財団委員長 八 尾 中 央

音8_  F] 氏 1名

社 会 奉 仕 部 門

役  職  名

1●´
・

=

クラブ名
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:部    P5 氏 名

ロー タ リー財団部 門 サブリーダー 吉川 邦英

ロー タ リー 財 団部 門 サブリーダー 山下 勝弘

ロー タ リー財団部 門 サブリーダー 大竹洋一郎

ロー タ リー財団部 門 サブリーダー 山口 勝之

米 山 奨 学 部 門 サブリーダー 村橋 義晃

橘高又八郎

大森 保子

西垣 文雄

鈴木  洋

井上 隆晴

重里 國麿

青木禎―郎

藤田誠―郎

宮内 敏光

山片 重房

山田 崇雄

高島 凱夫

泉  博朗

幹 事 。 SAA部 門 サブリーダー 川崎  壽

会  長  部  門 サブリーダー 四富 孝郎

上田 直樹

会  長  部  門 サブリーダー 高谷 晋介

西口 宗宏

田中 昌之

幹 事 。 SAA部 門 サブリーダー 油井  滋

阿部 恭三

増田 國次

石田  秀

島野 秀行

露口 佳彦

青木 達也

池田  輝

池田 周弘

坂中 良郎

池尻  誠

次期研究グループ交換委員長

次期財団奨学金・学友委員長

次期財団情報・増進委員長

次期財団人道的補助金委員長

次期米山奨学委員長

LM.第 1組ガバナー補佐エレク ト

LM.第 2組ガバナー補佐エレクト

LM.第 3組ガバナー補佐エレクト

LM.第 4組ガバナー補佐エレクト

LM.第 5組ガバナー補佐エレクト

LM.第 6組ガバナー補佐エレクト

LM.第 7組ガバナー補佐エレクト

LM.第 8組ガバナー補佐エレク ト

LM.第 1組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 2組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 4組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 5組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 6組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 7組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 8組ガバナー補佐ノミニー

地区代表幹事

次期地区代表幹事

次期地区副代表幹事

次期財務委員長

次期財務委員

次期財務委員

次期地区会計

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

次期地区幹事

阪

阪

童
（

東

大

東

昔
回

大

槻

大 阪 中 之 島

池 田

茨  木  西

大 東 中 央

八  尾  東

大阪リバーサイド

大 阪 天 満 橋

大阪フレン ド

大 阪 阿 倍 野

高  槻  東

東大阪みどり

大 阪 北 梅 田

大 阪 中 之 島

大 阪 な に わ

大 阪 住 吉

大 阪 中 央

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 中 央

八 尾

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 西 南

大 阪 う つ ぼ

大 阪 本 町

次々期地区代表幹事 八 尾 RC

北田他実夫

田中 壽秋

ブ名ク ラ

豊  中  南
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地区協議会実行委員会

実行委員長 小 田 員 弘

副実行委員長 古 里 龍 ―

幹事 上 田 直 樹

副幹事 吹 田 康 雄

SAA笠 井 文 雄

会計 高 澤 俊 也

委員会 委員長 副委員長 委   員

会場

プログラム
島野 秀行 松崎勝司

池田  輝

葉田いつの

阿部 恭三 石見 隆夫

登録・受付 吉川  守
荻原美津子

藤田 和美

吹田

深田

太田

山崎

中西

忠海

康雄

紹雄

敏一

辰男

正純

弘―

贄田 淳子

―尾 晋示

葉田いつの

及川 隆明

田中 徳彦

高澤 俊也

松崎

富山

山本

沖中

増田

秋目

勝司

洋子

隆之

栄子

國次

哲郎

接 待 弥谷佐兵衛 ―尾 晋示

記 録 増田 國次 富山 洋子

救 護 小川 嘉誉

部門別協議会担当委員

委員長 副委員長 書『  F] SAA 目|」SAA 記  録

梅本 禎親 中西 正純

△ F
=ヌ

濱岡 正典 吹田 康雄 贄田 淳子

幹事 OSAA 品川  潔 梅本 禎親 清水 高士

クラブ奉仕 島野 秀行 ―尾 晋示 富山 洋子

職業奉仕 藤井 繕進 太田 敏― 葉田いつの

社会奉仕 毛利 哲三 山本 隆之 山崎 辰男

青少年奉仕 田中 穣二 及川 隆明 辻  英明

国際奉仕 村井 史郎 藤田 和美 田中 徳彦

回―タリー財団 内藤 ―馬 荻原美津子 石見 隆夫

米山奨学 古里 龍 秋目 哲郎 津田 良樹

86


